






12 3 ｜研究論文｜藤城孝輔

で作曲するシーンから路上ライブのシーン、路上ライブからライブハウスでの
演奏シーンへの切り替わりに、ヘウォンの寝顔、または彼が演奏に陶酔して目
を閉じるショットがそれぞれ挿入され、シーン全体が兄の作曲を聴きながらヘ
ウォンが見る夢、あるいは願望であると解釈する余地を残している。路上ライ
ブのシーンではヘウォンが地面を蹴って「地球を回す」という突飛な行動でグ
ローバルな活躍への野心を体現し、ソンウォンが歌うオリジナル曲 “High Fly”
（2010年）は「Why Why なぜ 同じ答えだけ望むのか／Why Why なぜ 同じ姿
で生きろと言うのか」（why why 왜 자꾸만 같은 대답만을 원해／why why 왜 자꾸

만 같은 모습으로만 살라고 말해）と画一的な人生選択に疑問を呈し、「High High 
高く飛んで行け／High High 世界を見つめろ」（high high 높이 날아 올라／high 

high 세상을 바라봐）と訴えかける。これらの点もまた、「僕」が「パン屋再襲撃」
の中で語る大学卒業から司法試験、結婚に至るまでの日本社会に順応した人生
とは対照をなす。兄弟バンドの成功は、むしろ文化の単一性を拒み、グローバ
ルな世界に目を向けるK-popバンドのアレゴリーとして読むことができるだろ
う。村上の物語を借りて語られる韓国音楽史とその先に約束された成功譚は、
韓国ポピュラー文化の願望充足的な自己イメージの投影だと言っても過言では
ない。

おわりに

アイドル映画である『アコースティック』は、アートシネマとして受容される
ことの多い他の村上作品のアダプテーションとは一線を画している。観客層が
K-pop 好きの若い女性であり、村上のファンではないためか、韓国と日本のど
ちらにおいても村上作品を翻案したエピソードが含まれていることはあまり知
られていない。しかし、このことによりかえってグローバル化したポピュラー
文化の中で村上が持つ意味を浮かび上がらせている。韓国において、彼の作品
は何よりもまず日本の漫画やアニメと同じ「無国籍」の文化商品として日常生
活を取り巻くメディア環境に定着していることがわかる。韓国のポピュラー文
化の中で村上は身近な存在であり、文化的な他者とはならない。だが『アコー
スティック』が行った「パン屋襲撃」のアダプテーションからも見て取れるよう
に、村上が受け入れられている要因は主に作品の軽さやポップさであり、作品
が持つ寓意性や日本社会に対する洞察といった部分がどの程度受容されている
かについてはさらなる検討が必要だろう。少なくとも「パン屋襲撃事件」では
先行研究が議論の対象にしてきたパン屋の主人がかけた呪いをめぐる寓意は
捨象され、楽しくポップな雰囲気が重視されているように見える。さらに村上
作品は単に文化的に無臭なだけではなく、グローバルな文化に直接つながる世
界文学としても認識されている。だからこそ「超国籍」を目的とするK-popアイ
ドルバンドのイメージ戦略として利用されることになった。異文化においても
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理解される物語はアイドルが国籍を超えて活躍する上で効果的な乗り物になり
得る。

CNBLUEという新しいスターの乗り物として機能するために、「パン屋襲撃」
は大幅な改変を経ることになった。ミュージシャンという設定にはじまり、主
人公たちの性格、兄弟という間柄、パン屋の主人との取り引きの内容といった
変更点はいずれもイ・ジョンヒョンとカン・ミンヒョクのスターとしてのイメー
ジを確立する役割を持つ。この反面、アイドル表象を阻害することのないわか
りやすい物語に作り変えられたことで、村上の小説が本来持っていた曖昧性は
失われた。アダプテーション批評において常に問題となる原作への忠実さとい
う観点からはもはや村上作品とは呼べないと批判することもできるだろうが、
本作が描き出す「パン屋襲撃」はグローバルなポピュラー文化の中において村
上作品が持っている一面を体現している。名だたる映画作家たちによって作ら
れ、芸術作品のように鑑賞の対象とされる他のアダプテーション作品とは異な
るものの、その一面もまたグローバルな村上文学の容貌である。


